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巻頭
特集 福祉のかじ取り 市町村社協

　
上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

力
を
入
れ
る
の
は
、
市
内
に
28

あ
る
地
域
自
治
区
ご
と
の
「
地

域
福
祉
活
動
計
画
」
策
定
だ
。

　
計
画
の
福
祉
目
標
は
、
市
全

体
の
地
域
福
祉
計
活
動
画
に
沿

い
地
域
ご
と
に
定
め
ら
れ
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
実
現
へ
の
行
動
計

画
も
示
さ
れ
る
。

　
平
成
17（
２
０
０
５
）

年
に
周
辺
13
町
村
を

編
入
合
併
し
た
上

越
市
。
人
口
は
約

19
万
７
千
人
（
平
成

27
年
）
と
県
内
３
番

目
、
面
積
は
佐
渡
一

島
を
超
え
る
。

　
「
同
じ
市
で
も
海

岸
部
や
中
山
間
地

も
あ
れ
ば
、
都
市
部

も
過
疎
地
も
あ
る
た

め
、
福
祉
活
動
計
画

は
地
域
自
治
区
ご
と
の
策
定
が

必
要
だ
」
と
市
社
協
の
宮
本
慶

之
地
域
福
祉
課
長
。

　

28
あ
る
地
域
自
治
区
の
う

ち
、
13
は
旧
町
村
に
１
つ
ず
つ

で
、
残
り
15
は
旧
市
。

　
市
社
協
は
、
住
民
主
体
に
よ

る
福
祉
活
動
を
実
践
す
る
基
礎

組
織
・
住
民
福
祉
会
が
設
置
さ

れ
て
い
る
所
を
中
心
に
モ
デ
ル

自
治
区
に
選
定
。
昨
年
度
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
地
域
福
祉
活
動

計
画
策
定
を
呼
び
掛
け
た
。

　
市
社
協
の
か
じ
取
り
に
反
応

し
た
の
が
名
立
区
だ
っ
た
。
か

つ
て
糸
魚
川
西
頸
城
に
区
分
け

さ
れ
、
合
併
で
は
上
越
市
へ
の

編
入
を
選
ん
だ
が
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
は
か
か
ら
な
い
。

　
し
か
し
名
立
で
は
福
祉
施
設

の
整
備
充
実
を
願
う
住
民
が
結

束
し
声
を
上
げ
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
設
置
に
つ
な
げ
た

こ
と
も
あ
り
、
福
祉
に
対
す
る

住
民
意
識
は
高
い
と
い
う
。

　
年
齢
を
重
ね
て
も
暮
ら
し
や

す
い
名
立
に
す
る
に
は
ど
う
す

べ
き
か
。
住
民
が
意
見
を
出
し

合
う
た
め
設
け
た
地
域
懇
談
会

に
は
中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

30
―
40
人
が
集
ま
っ
た
。

　
「
名
立
の
い
い
と
こ
ろ
、
足

り
な
い
と
こ
ろ
を
指
摘
し
合

い
、
ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
か
、
実
現
の
た
め
に
何
が
出

来
る
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
」

と
宮
本
課
長
。

　

懇
談
会
で
の
意
見
を
計
画
検

討
委
員
会
で
議
論
。
懇
談
会
と

検
討
委
で
の
何
度
か
の
議
論
を

踏
ま
え
今
年
３
月
、「
区
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

　
定
め
た
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
」
は
「
一
人
ひ
と
り
が
支
え

合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
の
ま
ち
・
名
立
」。

　
計
画
に
は
「
意
識
を
は
ぐ
く

む
行
動
目
標
」「
人
を
つ
く
る

行
動
目
標
」な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　
名
立
区
に
続
き
、
中
郷
区
も

今
年
度
、
地
域
福
祉
活
動
計
画

を
策
定
し
た
。

　
宮
本
課
長
は
「
生
活
課
題
が

複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る
時

代
、
住
民
の
支
え
合
い
が
大
切

に
な
る
。
市
社
協
と
し
て
は
具

体
的
な
活
動
に
対
し
、
必
要
な

支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
し
て
い
る
。

【
上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会
】

　
　
〒
９
４
３
―
０
８
０
６　
上
越
市
木
田
新
田
１
ノ
１
ノ
３

　
　
☎
０
２
５（
５
２
６
）１
５
１
５

　
　
▽
組
織　
本
所
と
上
越
支
所
の
ほ
か
、
旧
町
村
の
13
支
所

　
地
域
の
福
祉
の
充
実
・
向
上
へ
、
県
内
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
ど
の
よ
う

な
「
か
じ
取
り
」
を
し
て
い
る
の
か
ー
。
各
地
の
社
協
に
、
力
こ
ぶ
を
入
れ
て
い
る

施
策
を
尋
ね
る
と
と
も
に
、
熱
心
な
旗
振
り
役
の
職
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
住
民
の

声
も
紹
介
し
ま
す
。

策
定
へ
「
住
民
議
論
」仕
掛
け
る

意
見
を
交
わ
し
た
名
立
区
地
域
懇
談
会

出来上がった「名立区地域福祉活動計画」

上　　越

地域福祉活動計画

力
こ
ぶ
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名
立
の
人
口
は
約
２
５
０
０

人
、
世
帯
は
約
８
０
０
と
、
小

さ
な
区
で
す
。
推
計
に
よ
れ
ば

人
口
は
今
後
、
さ
ら
に
減
り
ま

す
。
将
来
を
考
え
た
な
ら
安
穏

と
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
危
機
感
が
あ
っ
た
か
ら
、
今

回
の
計
画
策
定
に
際
し
私
た
ち

は
「
自
分
た
ち
が
動
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
共
通
認
識
を

持
ち
ま
し
た
。
行
政
や
市
社
協

の
計
画
を
作
る
の
で
は
な
い
、

地
域
の
将
来
を
論
じ
て
計
画
を

作
る
の
だ
、
と
。

　
だ
か
ら
、
多
く
の
住
民
が
自

主
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
、
地
域
懇
談
会
へ
の
参
加
者

も
増
え
、
活
発
な
議
論
・
意
見

交
換
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、

区
内
の
各
団
体
に

声
を
か
け
、
上
越

市
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
な
が

ら
参
加
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　
地
域
懇
談
会
で

意
見
交
換
し
、
そ

こ
で
出
た
声
を
計

画
検
討
委
員
会
が

議
論
。
そ
の
結
果

を
再
び
懇
談
会
で

話
し
合
う
こ
と
を

繰
り
返
し
て
、
今

年
３
月
の
策
定
に

至
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策

定
を
進
め
ま
す
。
暮
ら
し
や
す

い
名
立
区
を
目
指
し
て
、
計
画

を
「
絵
に
描
い
た
餅
」
と
し
な

い
た
め
、
具
体
的
な
取
り
組
み

を
定
め
ま
す
。

　
市
社
協
は
、
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
、
動
い
て
く
れ
た

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
の
施
策
実
現
へ
の
熱
心

な
旗
振
り
役
を
、
こ
こ
で
は

「
熱あ
つ

人び
と

」
と
呼
び
た
い
。
上
越

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
「
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
策
定
を
担
当

す
る
佐
藤
貴

規
・
地
域
福
祉

課
参
事
に
、
掛

け
る
思
い
を
聞

き
ま
し
た
。

×　
　
×　
　
×

　
―
計
画
策
定
で
は
県
内
市
町

村
社
協
の
う
ち
上
越
市
社
協
が

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
す
か
？

　
「
い
え
。
新
発
田
市
社
協
は

す
べ
て
の
地
域
自
治
区
で
策
定

を
終
え
た
そ
う
で
す
。
上
越
は

市
域
が
広
く
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
で
す
」

　
―
名
立
区
は
住
民
が
と
て
も

熱
心
だ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
「（
市
社
協
と
し
て
）
特
別
な

こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
地
域

福
祉
活
動
計
画
づ
く
り
に
、
住

民
か
ら
参
画
し
て
も
ら
い
た
い

の
で
、『
押
し
付
け
で
は
な
い
』

と
分
か
っ
て
も
ら
う
努
力
は
し

た
つ
も
り
」

　
―
意
見
を
出
し
合
う
懇
談
会

に
は
幅
広
い
世
代
が
集
ま
っ
た

そ
う
で
す
ね
。　

「
懇
談
会
に

は
中
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
参

加
し
ま
し
た
。

特
に
中
学
生
の

参
加
は
新
鮮
で

し
た
。
多
世
代

で
話
し
合
っ
た

結
果
、
地
域
の

課
題
に
つ
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
も
私
た
ち
も
共

有
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

　
―
共
有
し
た
内
容
は
？

　
「
つ
ま
り
、
地
域
の
将
来
は

バ
ラ
色
で
な
い
、
と
。
行
政
に

依
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
。
だ
か
ら
皆
さ
ん
、
真

剣
だ
っ
た
の
で
は
」

　
―
計
画
を
「
絵

に
描
い
た
餅
」
に

し
な
い
た
め
に

は
？

　
「
計
画
の
実
行
・

実
践
の
継
続
が
大
切
で
す
。
住

み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
住
民

主
体
で
体
現
す
る
た
め
に
、
大

事
な
も
の
が
こ
の
計
画
な
の
で

す
」

　
―
佐
藤
さ
ん
は
地
域
福
祉
活

動
計
画
を
担
当
し
て
何
年
で
す

か
？

　
「
平
成
21
年
か
ら
で
す
か
ら
、

10
年
余
り
で
す
ね
」

　
―
長
い
で
す
ね
。

　
「
以
前
か
ら
『
住
民
に
寄
り

添
う
仕
事
』
を
し
た
い
と
思
っ

て
来
ま
し
た
。
今
も
た
だ
、
使

命
感
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ

ま
だ
頑
張
り
ま
す
よ
」

使
命
感
持
っ
て

寄
り
添
い
た
い

登
場

人び
と

熱あ
つ

住
民
が
一
言

住
民
側
の
事
務
局
を
務
め
た

三
浦 

元
二
さ
ん

危機感から議論に熱

取材に応じる佐藤貴規・
上越市社協地域福祉課参事
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赤い羽根 情 報赤い羽根
厚
労
相
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

赤
い
羽
根
募
金

新
潟
で
開
始
式

　
74
回
目
と
な
る
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
」
の
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
が

10
月
1
日
、
新
潟
市
中
央
区
の
新
潟

日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
「
赤
い
羽
根　

空
の
第
１
便
」
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
全
日
空
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
の
職
員

が
厚
生
労
働
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
県

知
事
と
新
潟
市
長
へ
、
中
央
共
同
募

金
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
県
共
同
募
金

会
長
と
新
潟
市
共
同
募
金
委
員
会
長

へ
、
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
新
潟
市
中
央
区
の
新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
潟
日
報
社
の
小
田
敏

三
社
長
は
「
貴
重
な
浄
財
を
い
た
だ

い
た
。
被
災
地
の
皆
さ
ま
に
少
し
で

も
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
新

潟
放
送
の
佐
藤
隆
夫
社
長
は
「
ウ
イ

ル
ス
禍
の
中
で
も
多
く
の
寄
付
が
集

ま
っ
た
。
善
意
を
有
効
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
中
央
共
同
募
金
会
の
渋
谷
篤
男
常

務
理
事
は
「
新
潟
の
皆
さ
ま
か
ら
気

持
ち
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し

て
い
る
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
県
共
同
募
金
会
の
小
田
敏
三
会
長

は
「
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
す
る

こ
と
が
共
同
募
金
会
の
使
命
だ
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
後
の
街
頭
募

金
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
募
金
協
力
し

て
い
ま
し
た
。

九
州
豪
雨
災
害
義
援
金

２
４
０
０
万
円

中
央
募
金
会
へ

新
潟
日
報
・
Ｂ
Ｓ
Ｎ

　
新
潟
日
報
社
と
新
潟
放
送
（
Ｂ
Ｓ

Ｎ
）
は
、
今
年
７
月
の
九
州
豪
雨
災

害
の
後
、
県
民
に
呼
び
か
け
て
集

ま
っ
た
義
援
金
を
９
月
８
日
、
中
央

共
同
募
金
会
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
贈
ら
れ
た
の
は
、
両
社
か
ら
の
拠

出
金
１
０
０
万
円
ず
つ
を
含
め
計

２
４
、６
７
２
、１
９
４
円
で
す
。

新
津
Ｃ
Ｃ
で
慈
善
ゴ
ル
フ

参
加
者
全
員

今
年
も
寄
付

　
第
８
回「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
10
月

10
日
、
新
潟
市
秋
葉
区
の
新
津
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
新
津
Ｃ
Ｃ
）
で
開

か
れ
ま
し
た
。
台
風
の
影
響
で
強
め

の
風
が
吹
く
中
、
１
３
９
人
が
参
加

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
を
考
慮
し
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

表
彰
式
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

コ
ン
ペ
参
加
者
な
ど
か
ら
の
募
金
贈

呈
式
は
例
年
通
り
、行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
参
加
者
全
員
か
ら
の
寄

付
金
13
万
9
千
円
と
、
新
津
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
新
潟
観
光
開
発
株
式
会

社
か
ら
の
寄
付
金
５
万
円
が
そ
れ
ぞ

れ
県
共
同
募
金
会
の
小
田
敏
三
会
長

へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
津
Ｃ
Ｃ
の
高
橋
道
映
代
表
取
締

役
社
長
は
「
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
。
引
き
続
き
協
力
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

ANA職員（左側）から新潟県と新潟市へ手渡された
厚生労働大臣メッセージ

県
共
同
募
金
会
会
長
（
左
）
へ
寄
付
金
を
贈
る
高

橋
道
映
・
新
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
社
長

写
真
＝
中
央
共
同
募
金
会
の
渋
谷
常

務
理
事
（
右
）
へ
目
録
を
贈
呈
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〈SJNK19-12919　2020.2.10 作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケガの補償

賠償責任の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン
保険金の種類 基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）
6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円
4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術保険金

団体割引 20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する死傷は補償されません。
◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様々な事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらかじめ
「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より安心してボランティア活動に参加いただけます。

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。
損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、
2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

令和２年度

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラ

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ
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本
制
度
は
、
県
社
協
の
会
員
で
あ
る

施
設
・
団
体
に
勤
務
す
る
職
員
が
退
職

す
る
際
に
年
金
ま
た
は
一
時
金
を
支
給

し
、
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
末
時
点
で
の
加
入
者
数

は
２
２
、７
０
６
人
で
、
前
年
度
に
続

き
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

男
女
別
で
み
る
と
男
性
が
28
％
、
女
性

が
72
％
。
年
齢
別
で
は
40
代
が
最
も
多

く
28
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
入

期
間
別
で
は
、
１
年
以
上
５
年
未
満
が

最
も
多
く
29
・
2
％
。
10
年
未
満
の
加

入
者
は
全
体
の
56
・
3
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
お
け
る
給
付
状
況

は
退
職
一
時
金
が
１
、７
１
２
人
に

計
５
４
１
、１
１
７
、６
５
４
円
支
給

し
ま
し
た
。
退
職
年
金
の
給
付
は
計

３
４
、９
４
６
、６
６
４
円
で
し
た
。

　

熊
本
県
で
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
入
所
者
な
ど
多
く
の
犠
牲

者
が
出
た
、
７
月
の
九
州
豪
雨
被

害
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。

　
水
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
地
域

の
高
齢
者
・
障
害
者
施
設
な
ど
に

は
「
避
難
確
保
計
画
」
作
成
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

全
国
で
作
成
済
み
の
施
設
は
、
対

象
施
設
全
体
の
54
％
に
と
ど
ま
る

と
い
う
（
令
和
２
年
６
月
30
日
の

国
土
交
通
省
デ
ー
タ
）。

　
県
内
で
浸
水
想
定
地
域
に
あ
る

対
象
施
設
は
２
、５
４
５
施
設
。

う
ち
計
画
の
作
成
済
み
は
７
割
余

り
の
１
、８
４
４
施
設
。

　
熊
本
の
場
合
、
７
月
の
惨
状
の

直
接
原
因
で
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
作
成
率
は
19
％
と
全
国
最
下

位
だ
。ち
な
み
に
本
県
は
10
位
で
、

最
も
高
い
の
は
岩
手
県
の
82
％

だ
っ
た
。

　
計
画
作
成
者
は
、
市
町
村
地
域

防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
た
要
配
慮

者
の
利
用
施
設
で
あ
る
。
利
用
者

の
円
滑
、
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た

め
の
避
難
誘
導
や
防
災
態
勢
な
ど

を
定
め
る
。

　
避
難
誘
導
は
災
害
時
に
極
め
て

重
要
だ
。
犠
牲
者
が
出
た
ケ
ー
ス

を
検
証
す
る
と
「
適
切
な
避
難
誘

導
を
し
た
か
否
か
」
が
犠
牲
者
の

有
無
に
結
び
付
く
と
い
う
。

　
防
災
の
最
大
目
標
は
被
害
の
未

然
防
止
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
普
段
か

ら
の
備
え
が
大
切
だ
。
一
方
で
、

せ
っ
か
く
の
防
災
計
画
を
策
定
だ

け
に
留
め
て
は
な
ら
な
い
。
絵
に

描
い
た
餅
で
終
わ

ら
な
い
よ
う
、
実

効
性
を
高
め
る
知

恵
と
努
力
が
求
め

ら
れ
る
。

（
貴
浩
）

県
民
間
社
会
福
祉
職
員
退
職
積
立
基
金

加
入
の
施
設
・
人
数
と
も
増
加
現況報告

平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末
加入施設・団体数 631 635 634
加入者数 22,539 22,689 22,706

１　加入施設・加入者の状況

※届け出の遅れ等により、数値が変動することがあります。

年　　齢 男性 女性 合計 構成比
20歳未満 12 24 36 0.2%

20歳以上30歳未満 1,115 2,645 3,760 16.6%
30歳以上40歳未満 1,914 3,825 5,739 25.3%
40歳以上50歳未満 1,858 4,567 6,425 28.3%
50歳以上60歳未満 996 4,012 5,008 22.0%

60歳以上 478 1,260 1,738 7.6%
合　　計 6,373 16,333 22,706 100.0%

２　年齢・男女別加入者状況

期　　間 男性 女性 合計 構成比
１年未満 146 373 519 2.3%

１年以上５年未満 1,699 4,920 6,619 29.1%
５年以上10年未満 1,574 4,075 5,649 24.9%
10年以上15年未満 1,200 2,918 4,118 18.1%
15年以上20年未満 711 1,753 2,464 10.9%
20年以上25年未満 585 1,227 1,812 8.0%

25年以上 458 1,067 1,525 6.7%
合　　計 6,373 16,333 22,706 100.0%

３　加入期間・男女別加入者状況

平成29年度 平成30年度 令和元年度
退職者給付総額 500,628,298 614,703,850 578,064,318
一時金給付総額 475,902,472 586,317,657 541,117,654
一時金給付者数 1,550 1,817 1,712
一時金平均額 307,034 322,684 316,073
年金給付総額 24,725,826 28,386,193 36,946,664
年金延給付者数 623 691 863
年金給付平均月額 13,229 15,188 14,271

４　給付の状況� （単位：円／人）

実効性高める努力必要

「
福
祉
施
設
の

水
害
避
難
計
画
」

ず
～
む

２
０
２
０

Vol.47
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９
月
の
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
」
に
伴
い
、
認
知
症

啓
発
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
オ
レ

ン
ジ
色
に
、
夜
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ

ン
プ
ラ
ザ
を
染
め
上
げ
る
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
が
９
月
25
日
ま
で
の

５
日
間
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
認
知
症
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ネ
ル
も
館
内
で
同
時
期
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
認
知
症

へ
の
理
解
促
進
や
当
事
者
支

援
、館
内
に
あ
る「
認
知
症
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
」
の
ア
ピ
ー
ル
を

狙
い
に
、
県
社
会

福
祉
協
議
会
が
初

め
て
実
施
。
新
潟

照
明
技
研
（
新
潟

市
）
が
機
材
提
供

や
設
営
に
協
力
し

ま
し
た
。

　
９
月
下
旬
の
夕

暮
れ
時
、
ユ
ニ
ゾ

ン
館
内
に
照
明
が

点
灯
さ
れ
る
と
、

光
は
白
い
壁
面
に

反
射
。
ガ
ラ
ス
張

り
の
壁
面
を
通
し

て
、
信
濃
川
沿
い

に
優
し
い
オ
レ
ン

ジ
色
の
光
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る

病
気
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
の
光
が

認
知
症
の
当
事
者
や
家
族
の
心

を
照
ら
す
灯
火
に
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
認
知
症
を
考
え
る
人
達

へ
の
道
標
と
な
る
よ
う
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
に
は
世
界
中
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

写
真
＝
秋
の
夜
の
信
濃
川
付
近

に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
優
し
い
光

を
放
つ
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

「
世
界
月
間
」
の
９
月

ユ
ニ
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

認
知
症 

支
援
と
理
解
へ
オ
レ
ン
ジ
色

認知症に関する悩みをお聞かせください
◆新潟県認知症コールセンター◆

【相談電話】　025-281-2783
【相談時間】　月～金曜日　９：00～ 17：00
	 （年末年始・祝日を除く）

新潟ユニゾンプラザ 情  報
貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室など
用途や規模にあわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　　ユニゾンプラザホームページよりお申し込みく
　ださい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

◆主な貸室の紹介
【介護実習室】

［広さ］　367㎡
　200 インチの大型電動スク
リーンを設置しております。
　研修会や上映会等など多岐
にわたり大画面ならではの迫
力ある映像が映写できます。
　なお、プロジェクターが新
しくなり、より高画質な映像
投影が可能になりました。

［広さ］　101㎡
（実習用ベッド
４台配置）

　介護用ベッド、車椅子、ポータブ
ルトイレ、リフト等、介護実習に必
要な備品を各種備えています。
　介護の実習や研修会にぜひご利用
ください。

【大研修室】

－多目的ホール、各種会議室、福祉の店パレット、図書館は新型コロナウイルス対策を励行しています－

NEW
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新
潟
市
秋
葉
区
の
旧
新
津
市

中
心
部
か
ら
南
東
へ
、
五
泉
市

に
程
近
い
草
水
町
。地
域
に
は
、

盛
ん
に
湧
き
上
が
る
石
油
で
煮

物
を
料
理
す
る
よ
う
な
音
が
し

た
と
い
う
油
井
戸
の
史
跡
「
煮

坪
（
に
え
つ
ぼ
）」
が
残
る
。

会
の
名
は
、
昔
の
土
地
の
呼
び

名
・
高
坪
に
ち
な
ん
だ
。

　
約
３
５
０
世
帯
あ
る
草
水
町

も
高
齢
化
が
進
み
、
独
り
暮
ら

し
も
多
い
と
い
う
。「
高
齢
者

の
お
手
伝
い
を
し
よ
う
」。
町

内
に
住
む
上
杉
国
武
さ
ん
は
、

福
祉
施
設
に
も
関
わ
る
妻
あ
さ

子
さ
ん
と
平
成
23（
２
０
１
１
）

年
、任
意
団
体
「
た
か
坪
の
会
」

を
発
足
さ
せ
た
。
８
人
ほ
ど
の

住
民
も
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

　
ま
ず
始
め
た
の
は
「
お
茶
の

間
」
活
動
。
道
路
沿
い
の
元
店

舗
を
借
り
て
「
た
か
坪
の
家
」

に
改
造
。
独
り
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
を
中
心
に
声
を
掛
け
た
。

「
外
出
に
支
援
が
必
要
な
方
も

い
る
。『
送
迎
す
る
か
ら
来
な

い
か
』と
参
加
を
呼
び
掛
け
た
」

と
国
武
さ
ん
。

　
平
日
の
「
お
茶
の
間
」
に
加

え
、
木
曜
は
「
お
昼
の
お
食
事

会
」
を
設
け
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
昼
食
を
作
り
、
当
時
、
10

人
あ
ま
り
の
お
年
寄
り
が
食
卓

に
向
か
い
、
談
笑
し
た
。

　
会
は
、
活
動
の
幅
を
さ
ら
に

広
げ
て
行
く
。
薬
の
受
け
取
り

や
通
院
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
ご
み

出
し
、
草
取
り
、
玄
関
前
の
除

雪
も
請
け
負
う
。

　
平
成
28
年
に
特
定
非
営
利
活

動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
に
認

証
。
翌
年
に
は
高
齢
者
の
共
同

住
宅
も
構
え
た
。

　
ウ
イ
ル
ス
禍
で
平
日
の
お
茶

会
は
取
り
や
め
。
お
食
事
会
も

弁
当
配
布
に
な
っ
た
が
、
秋
の

「
朝
市
」
は
例
年
通
り
。

　
10
月
に
入
り
、
夫
婦
が
育
て

た
大
根
や
ネ
ギ
、
白
菜
な
ど
を

収
穫
す
る
と
、
木
曜
朝
、「
た

か
坪
の
家
」
前
で
販
売
す
る
。

一
番
に
ぎ
や
か
な
メ
ー
ン
の
朝

市
が
今
年
は
11
月
12
日
（
木
）。

こ
の
日
は
お
い
し
い
と
評
判
の

手
作
り
笹
団
子
（
１
個
１
２
０

円
）
も
並
べ
る
。

　
毎
年
、
前
日
ま
で
の
２
日
間

で
１
千
個
を
作
り
上
げ
る
。
お

年
寄
り
の
ほ
か
、
近
所
の
子
ど

も
た
ち
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
。

地
域
の
多
世
代
が
交
流
す
る
、

に
ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き
だ
。

　
多
様
な
活
動
に
つ
い
て
国
武

さ
ん
は
「
地
域
が
一
つ
だ
け
で

な
く
、
多
彩
に
結
び
つ
い
て
い

く
の
が
い
い
」
と
語
る
。

　
「
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
続

け
ら
れ
る
地
域
」
を
目
指
し
た

夫
婦
の
二
人
三
脚
は
、
確
か
な

足
跡
を
残
し
つ
つ
あ
る
。

上杉国武さんと、あさ子さん

秋野菜を並べた、昨年の朝市

子どもたちもお手伝いした、２年ほど前の笹団子作り

◆ 

メ
　
モ 
◆

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
た
か
坪
の
会
」
理

事
長
で
、
草
水
町
の
自
治
会
長
も
務

め
る
上
杉
国
武
さ
ん
。
町
内
で
も
高

齢
化
と
耕
作
放
棄
に
伴
い
、
荒
れ
て

い
く
畑
が
後
を
絶
た
な
い
。「
こ
れ

を
ど
う
し
た
ら
な
く
せ
る
か
」。
答

え
探
し
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。

　
▽
お
食
事
会　
毎
週
木
曜
日
午
前

10
時
～
午
後
３
時　

参
加
費
１
人

４
０
０
円

　
※
支
援
活
動
は「
薬
の
受
け
取
り
」

「
通
院
」「
草
取
り
」「
簡
単
な
剪
定
」

「
玄
関
前
の
除
雪
」
な
ど
が
あ
る
。

支
援
活
動
は
「
薬
の
受
け
取
り
１
回

２
０
０
円
」
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

有
料
。

【
た
か
坪
の
家
】
〒
９
５
６
―

０
８
３
３　
新
潟
市
秋
葉
区
草
水
町

２
ノ
９
ノ
２

【
電
話
】
０
２
５
０（
２
３
）５
３
１
０

◇　
　
　
◇

　

地
域
の
社
会
資
源
を
耕
し
、

共
生
社
会
に
向
か
っ
て
、
地
域

を
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
福
祉

関
連
団
体
な
ど
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

=

随
時
掲
載
＝

食
事
会
や
朝
市
… 

つ
な
が
り
多
彩
に

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
た
か
坪
の
会

（
上
杉
国
武
理
事
長
＝
新
潟
市
秋
葉
区
）
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粋に　かわいく　おしゃれ
「福祉の店・パレット」

新潟ユニゾンプラザ１F
布
バ
ッ
グ
や
籠
、
雑
貨
… 

障
害
者
ら
が
手
作
り

藤の籠（ネズミ）
つくし工房（新潟市中央区）

テープクラフトの籠
ワークセンターミナと
（新潟市中央区）

亀田縞の
バッグ in バッグ
福祉事業所つばさ（新潟市中央区）

キャンドル
燕市社会福祉協議会就労支援
センター・つばめキャンドル
（燕市）

布
製
の
手
提
げ

ど
ん
ぐ
り
工
房
（
妙
高
市
）

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
の
１

階
に
あ
る「
福
祉
の
店・パ
レ
ッ

ト
」。
こ
こ
で
は
、
障
害
の
あ

る
人
た
ち
が
手
作
り
し
た
製
品

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
店
頭
の
商
品
は
、
布
製
シ
ョ

ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
や
籐
を
編
ん
だ

籠
、
亀
田
縞
の
バ
ッ
グ
な
ど
、

実
用
的
な
品
々
、
か
わ
い
い

品
々
が
た
く
さ
ん
。
手
作
り
だ

け
に
、
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。ク
ッ
キ
ー
や
せ
ん
べ
い
、

ス
イ
ー
ツ
も
豊
富
で
す
。

　

土
日
や
祝
祭
日
に
な
る
と
、

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
る
と
、「
パ
レ
ッ
ト
」

の
品
々
も
来
館
者
の
目
を
引
き

つ
け
ま
す
。

　

新
連
載
「
ふ
く
し
の
逸
品
」

の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、「
パ

レ
ッ
ト
」
の
商
品
の
ご
く
ご
く

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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柔
ら
か
な
色
合
い
の
糸
が
ふ

ん
わ
り
―
。

　
優
し
い
手
触
り
に
う
っ
と
り

し
そ
う
に
な
る
手
織
り
ス
ト
ー

ル
は
、
燕
市
桜
町
に
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ア
ビ
リ

テ
ィ
燕
が
運
営
す

る
福
祉
作
業
所（
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
）

「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
」

の
製
品
だ
。

　
材
料
の
糸
は
、
ウ
ー
ル
だ
と

東
京
の
専
門
店
を
通
じ
て
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
産
を
取
り
寄
せ

て
い
る
。
糸
の
色
の
種
類
は
赤

や
黄
、
青
、
オ
レ
ン
ジ
、
ピ
ン

ク
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
だ
。
ア

ル
パ
カ
な
ど
は
、
県
内
の
ニ
ッ

ト
産
地
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

取
り
寄
せ
て
い
る
。

　
手
織
り
ス
ト
ー
ル
は
、
ウ
ー

ル
や
ア
ル
パ
カ
、
カ
シ
ミ
ア
の

冬
用
と
、
綿
や
麻
の
夏
用
を

作
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、

糸
の
風
合
い
を
生
か
し
た
無
地

の
ほ
か
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
や

チ
ェ
ッ
ク
柄
も
あ
る
。

　
「
冬
用
も
夏
用
も
、
手
織
り

な
ら
で
は
の
温
か
み
の
あ
る
風

合
い
、
優
し
い
手
触
り
が
い
い

と
言
わ
れ
ま
す
」
と
、
運
営
法

人
の
近
藤
麻
理
子
理
事
長
。

　
法
人
が
営
む
「
喫
茶
つ
ば
め

や
」の
店
内
の
ほ
か
、
新
潟
市

中
央
区
の
新
潟
ユ�

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
１

階
の
「
福
祉
の

店
・
パ
レ
ッ
ト
」
な
ど
で
取
り

扱
う
。

　
法
人
「
ア
ビ
リ
テ
ィ
燕
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
販
売
し
て

お
り
、
北
海
道
や
仙
台
、
名
古

屋
か
ら
も
注
文
が
入
り
、
サ
イ

ズ
や
素
材
を
指
定
す
る
リ
ピ
ー

タ
ー
も
い
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
地
元
・
燕
市
が
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
に
加

え
た
。
今
や「
物
づ
く
り
の
町・

燕
」
の
逸
品
だ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
ア
ビ
リ

テ
ィ
燕
が
運
営

す
る
福
祉
作
業

所
「
ト
ム・ソ
ー

ヤ
」
に
は
、
知

的
な
ど
の
障
害

の
あ
る
約
30
人

が
通
い
、
企
業

に
依
頼
さ
れ
た

タ
グ
付
け
や

シ
ー
ル
貼
り
、

さ
ら
に
は
市
役

所
の
清
掃
作
業

な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　
手
織
り
ス
ト
ー
ル
に
取
り
組

ん
だ
の
は
10
年
以
上
前
。「
利

用
者
に
も
っ
と
報
酬
を
支
払
い

た
く
て
、
新
し
い
作
業
を
手
掛

け
た
か
っ
た
」
と
、
近
藤
麻
理

子
理
事
長
。
機
織
り
に
興
味
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
神
奈
川

県
の
工
房
か
ら
指
導
者
を
呼

び
、
織
り
方
を
習
っ
た
。

　
し
か
し
織
っ
て
み
る
と
両
端

が
真
っ
直
ぐ
に
仕
上
が
ら
な

い
。
職
員
も
加

わ
っ
て
試
行
錯

誤
を
数
年
続
け

た
後
、
７
―
８

年
前
か
ら
よ
う

や
く
製
品
化
で

き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い

う
。

現
在
、
卓
上
の

織
機
に
向
か
う

利
用
者
は
田
中

佳
菜
さ
ん
＝
写

真
＝
だ
け
。「
た

だ
一
人
、
機
織

り
が
得
意
な
の
で
す
」
と
近
藤

理
事
長
。

　
職
員
に
見
守
ら
れ
、
田
中
さ

ん
は
横
糸
を
通
し
た
後
、
ふ
ん

わ
り
と
織
り
込
ん
だ
。「
ガ
シ
ャ

ン
、
ガ
シ
ャ
ン
」
と
織
る
と
、

柔
ら
か
い
手
触
り
に
仕
上
が
ら

な
い
と
い
う
。

　
職
員
が
手
伝
っ
て
も
月
産
10

枚
ほ
ど
。
手
間
が
か
か
る
。
そ

れ
で
も
織
機
に
向
か
う
田
中
さ

ん
は
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

逸
品

ふ
く
し
の

手織りストール

柔
ら
か
、
温
か
み
人
気

糸
１
本
１
本

ふ
ん
わ
り
織
る

　幅35㎝×長さ180㎝
8,500円

　幅55㎝×長さ180㎝
13,000円

　幅35㎝×長さ180㎝
7,000円

　幅55㎝×長さ180㎝
10,500円

　幅35㎝×長さ180㎝
7,500円

　幅55㎝×長さ180㎝
12,000円

▷ウールのチェック柄

▷アルパカの無地

▷アルパカのチェック柄

【冬用の素材と値段（税込み）　アビリティ燕の販売例】
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型　

ト
ム
・
ソ
ー
ヤ　
（
燕
市
）

〒
９
５
９
―
１
２
８
１　
燕
市
桜
町
５
番
地　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ア
ビ
リ
テ
ィ
燕　
☎
０
２
５
６（
６
６
）０
０
０
３

ability@
ginzado.ne.jp
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「
障
害
者
が
作
業
す
る
だ
け

の
場
所
に
し
た
く
な
い
」
―
。

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
、
新

潟
大
学
五
十
嵐
キ
ャ
ン
パ
ス
に

程
近
い
所
の
２
階
建
て
民
家
を

借
り
、
通
所
作
業
所
で
あ
る
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
結
屋
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
通
い
始
め
た
の
は
知
的
や
肢

体
、
精
神
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
の
あ
る
利
用
者
10
人
ほ
ど

で
し
た
。
３
年
後
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
認
証
さ
れ
、
現
在
は
作

業
所
の
ほ
か
、
障
害
の
あ
る
女

性
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
作
業
所
に
は
20
代
か
ら
70
代

の
利
用
者
約
20
人
が
通
っ
て
来

ま
す
。
事
業
所
な
ど
か
ら
委
託

さ
れ
た
封
入
作
業
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
じ
作
業
所
の
利
用
者
だ
と

し
て
も
、
障
害
の
種
類
も
、
興

味
も
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
。
み
ん

な
に
、作
業
ば
か
り
を「
頑
張
っ

て
」
と
は
言
え
な
い
。

　
そ
ん
な
思
い
で
、
当
初
か
ら

「
楽
し
め
る
こ
と
」
を
取
り
入

れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
作
業

の
ほ
か
に
「
芸
術
活
動
」
を
プ

ラ
ス
し
ま
し
た
。
地
元
の
先
生

に
来
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
は

絵
や
習
字
、
絵
手
紙
、
さ
ら
に

料
理
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
好
き
な
こ
と
、
楽
し
い
こ
と

だ
と
意
欲
が
出
て
く
る
。
職
員

が
気
付
い
て
、
得
意
分
野
を
伸

ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
大
切
な
の
は
利
用
者
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
、
そ
の
た
め

に
も
毎
日
、
来
て
ほ
し
い
。

　
ほ
か
に
は
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
を
集
め
よ
う
と
、

10
年
程
前
か
ら
毎
週
、
近
く
の

新
大
へ
利
用
者
が
リ
ヤ
カ
ー
を

引
い
て
通
い
ま
し
た
。
広
い

キ
ャ
ン
パ
ス
を
１
時
間
半
掛
け

て
歩
き
ま
す
。
新
型
ウ
イ
ル
ス

禍
で
今
は
中
止
し
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
活
動
を
地
域
の

人
た
ち
が
見
て
く
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
地
域
の
公
園
清
掃
も
依
頼

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
作
業
所
は
と
て
も
手

狭
な
た
め
、
近
く
に
作
業
所
を

新
築
す
る
予
定
で
す
。
新
作
業

所
を
軌
道
に
乗
せ
、
若
い
人
た

ち
に
引
き
継
ぎ

た
い
。

　
「
福
祉
」
に

興
味
を
持
っ
た
の
は
、
高
校

時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

き
っ
か
け
。
県
の
看
護
師
と
な

り
、
介
護
保
険
準
備
室
で
本
庁

勤
め
を
し
た
後
、
退
職
し
て
福

祉
に
向
き
合
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
先
進
国
の
北
欧
も
訪
ね

ま
し
た
。そ
し
て
思
う
の
は「
日

本
の
現
場
を
も
う
少
し
改
革
で

き
た
ら
」。

　
「
福
祉
に
い
が
た
」取
材

編
集
を
担
当
し
て
２
度
目

と
な
る
11
月
号
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

今
号
か
ら
各
ペ
ー
ジ
下

の
ペ
ー
ジ
数
表
示
の
隣
に

「
２
０
２
０
年
11
月
号
」と

表
示
し
ま
し
た
。
と
い
う

の
も
、
本
誌
の
過
去
記
事

を
参
照
し
て
い
て「
何
月
号

か
？
」を
知
り
た
い
と
き
、

１
ペ
ー
ジ
目
に
戻
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
２
、３
年

分
の
と
じ
込
み
だ
と
、
結

構
な
手
間
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

発
行
年
月
が
各
ペ
ー
ジ

に
表
示
さ
れ
て
い
れ
ば
便

利
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。

誌
面
改
善
の
つ
も
り
で
す

が
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
１

ペ
ー
ジ
目
に
戻
ら
ず
に
済

ま
せ
た
い
と
い
う
横
着
な

性
格
の
表
れ
で
も
あ
り
ま

す
。

　

読
み
や
す
く
親
し
ま
れ

る
誌
面
を
目
指
し
た
い
と

念
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

も
お
気
付
き
の
点
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。�

（
佐
）

編
集
後
記

利
用
者
に
芸
術
活
動
な
ど

も
体
験

「結屋」で利用者たちの作業風景

福 祉 の 現 場
No.48

―�福祉の現場で働く人たちに、�
仕事の魅力と懸ける思いを聞きました―

特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
eいー
ば
し
ょ�
結む

す
び

屋や

」理
事
長

伊い

藤と
う

　
美み

代よ

子こ 
さ
ん

資
格　
看
護
師

〒 950-2101
新潟市西区五十嵐１の町 6861-23
就労継続支援B型事業所「結屋」
☎025（239）5810

連
絡
先

「結屋」名前の由来�
人と人を「結び付ける場所に」との願いを込めた

◆
〒
９
５
０ｰ

８
５
７
５　
新
潟
市
中
央
区
上
所
２
―
２
―
２

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
企
画
広
報
課

◆
フ
ァ
ク
ス　
０
２
５ｰ

２
８
１ｰ

５
５
２
８　

◆
Ｅ
メ
ー
ル　
ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
ｕ
@
ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｉ
ｉｇ
ａ
ｔ
ａ
．ｏ
ｒ
．ｊ
ｐ

ご
意
見
ご
感
想

お
寄
せ
く
だ
さ
い


